
中
団
舮
鵡
1

ス
》
刀
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川

も
の
だ
ヲ
に
見
え
る
「
褒
」

は
、
滑
車
神
経
麻
瘻
の
典
型
的
な
症

状
で
す
。
目
の
周
り
に
あ
る
六
つ
の

筋
肉
の
う
ち
眼
球
を
内
下
方
に
動
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内
側
に
寄
る
の
が
内
斜
視
外
側
に

ず
れ
る
の
が
外
競
、
上
下
に
ず
れ

る
の
が
上
下
斜
視
回
っ
て
い
る
の

が
回
旋
斜
視
で
す
。

相
談
者
は
「
上
下
斜
趣
と
診
断

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
上
斜
筋
の
麻
瘻

が
あ
る
の
で
回
旋
斜
視
を
合
併
し
て

い
ま
す
。
先
天
性
も
あ
り
ま
す
が
、

認
歳
で
、
3
力
月
前
か
ら
の
症
状
な

■
■

■
響

の
向
き
を
変
え
る
仕
組
み
を
利
用
し

て
裟
を
矯
正
す
る
眼
鏡
で
す
。
た

だ
、
治
療
で
き
る
目
の
ず
れ
の
大
き

さ
に
限
界
が
あ
る
ほ
か
、
回
旋
裟

の
浪
も
で
き
ま
せ
ん
。

斜
視
の
角
度
が
大
き
い
場
合
は

手
術
で
目
の
周
り
の
筋
肉
の
位
置
を

ず
ら
し
、
眼
球
の
位
置
の
改
善
を
図

か
す
の
が
上
斜
筋
で
す
。
こ
の
上
斜

筋
を
支
配
し
て
い
る
滑
車
神
経
に
麻

痩
が
起
き
る
病
気
で
す
。

上
斜
筋
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、

下
を
見
る
時
に
裟
が
強
く
な
り
ま

す
。
通
常
両
目
は
外
見
上
、
同
じ

方
向
を
向
い
て
い
ま
す
が
、
斜
視
で

は
左
右
の
目
の
位
置
が
ず
れ
ま
す
。

詔
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8
割
は
自
然
に
改
善

8
割
は
3
力
月
か
ら
半
年
ほ
ど
で
自

然
軽
快
し
ま
す
。
そ
の
間
神
経
を

修
復
す
る
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
メ
チ
コ
バ

ー
ル
を
内
服
し
ま
す
。
劇
的
な
効
果

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
医
師

に
ょ
っ
て
は
処
方
せ
ず
に
猛
観
察

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

半
年
過
ぎ
て
改
善
し
な
け
れ
ぱ
、

プ
リ
ズ
ム
眼
鏡
に
進
み
ま
す
。
視
線

ら
ぱ
後
天
性
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

滑
車
纏
の
血
流
豊
花
で
の
発

症
が
多
く
、
そ
の
血
流
の
悪
化
は
糖

尿
病
を
は
じ
め
、
高
血
圧
な
ど
の
生

活
穫
病
が
り
ス
ク
要
因
に
な
り
ま

す
。
頭
部
の
外
傷
や
脳
梗
窒
脳
¥

中
が
原
因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

血
無
化
が
原
因
な
ら
ぱ
、
 
7
S

り
ま
す
。
局
所
麻
酔
で
の
手
禦
不

安
な
方
は
、
全
身
麻
酔
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
復
で
き
る
誕
が
限
ら
れ

る
の
で
、
主
治
医
に
専
門
病
院
を
紹

介
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

盆
盧
県
医
師
会
望
月
嘉
人
n
西

室
屯
兵
庫
医
科
大
眼
赳

◇
次
回
は
1
月
朽
日
に
掲
載
し
ま

す
。

神戸新聞社

3力月前から、両眼でものを見ると二つに

見えます。一片目才'と正常なので・すカミゞ一階段を
ま ひ

下りる時が不安です。眼科で滑車神経麻瘻、

上下斜視と診断されメチコバールを服用中で

す。手術もあると聞きました。治療方法を助
(88歳、男性)言ください。

令和 4年/ユ・・月 ンぐ 日(日)

望月嘉人医師

朝刊

==


